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平
成
30
年
4
月
11
日（
水
）、福
岡
市
で
行
わ
れ
た「
第

41
回
福
岡
県
消
防
職
員
意
見
発
表
会
」に
筑
紫
野
太
宰

府
消
防
本
部
を
代
表
し
、尾
中
雅
治
消
防
副
士
長
が
出

場
し
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、消
防
職
員
の
職
責
に
対
す
る
自
覚
と

士
気
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、福
岡
県
の
各

消
防
本
部
の
代
表
者
25
名
が
日
々
の
火
災
や
救
急
出

動
、火
災
予
防
等
の
業
務
の
中
で
体
験
し
た
こ
と
や
感
じ

た
こ
と
に
つい
て
発
表
す
る
も
の
で
す
。

尾
中
消
防
副
士
長
は
、10
年
間
の
消
防
人
生
を
振
り

返
り
、消
防
の
任
務
を
全
う
す
る
た
め
に
は
、職
員
間
で

信
頼
し
合
え
る
関
係
性
を
築
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
、「
市
民
の
命
を
護
る
た
め
に
」と
い
う
演
題
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
を
高
め
る
た
め
に
心
が
け
て
い
る
こ
と

に
つい
て
発
表
し
ま
し
た
。

警鐘　第８4号　目次

平成３０年度全国統一防火標語
『忘れてない？サイフにスマホに火の確認』
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筑紫野太宰府消防本部

救急自動車（筑紫野救急１号車）

詳しい車両紹介は２ページへ

消防本部に新しい車両が増えました！！

多機能型緊急資機材搬送車（サポートカー）

第
41
回

福
岡
県
消
防
職
員
意
見
発
表
会

１
ｄ
ａ
ｙ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

女
子
学
生
向
け
消
防
職
業
体
験

お 

な
か  

ま
さ 

は
る

平
成
30
年
1
月
14
日（
日
）、北
九
州

市
で
開
催
さ
れ
た「
女
子
学
生
向
け
消

防
職
業
体
験
１
ｄａｙ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」に
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部
の
女

性
職
員
を
代
表
し
て
、尾
中
栄
菜
消
防

士
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、消
防
庁
が
女
性
消

防
吏
員
の
活
躍
推
進
の
た
め
に
開
催
し

て
お
り
、九
州
各
地
の
消
防
本
部
に
所

属
す
る
女
性
消
防
職
員
が
講
演
会
や

座
談
会
、北
九
州
市
小
倉
消
防
署
の
見

学
等
を
通
じ
、参
加
し
た
女
子
学
生
へ

消
防
業
務
の
内
容
や
魅
力
に
つ
い
て
伝

え
ま
し
た
。消
防
庁
で
は
、女
性
の
活
躍

で
消
防
力
が
向
上
す
る
と
考
え
、全
国

の
消
防
吏
員
に
占
め
る
女
性
消
防
吏
員

の
比
率
を
、平
成
38
年
度
当
初
ま
で
に

5
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
掲

げ
て
お
り
、全
国
各
地
で
同
様
の
イ
ベ
ン

ト
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

現
在
、筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部
で

は
2
名
の
女
性
消
防
吏
員
が
各
分
野
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

今
回
、イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
尾
中

消
防
士
長
は
消
防
学
校
卒
業
後
、消

防
隊
や
救
急
隊
と
し
て
活
躍
し
、出

産・育
児
休
業
を
経
て
、復
帰
後
は
、予

防
課
指
導
係
と
し
て
、「
火
災
0
の
ま

ち
づ
く
り
」を
目
指
し
て
、日
々
予
防

業
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。　

消
防
吏
員
と
し
て
地
域
の
た
め
に
働

き
た
い
女
性
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
　
な
か    

え      

な

なかま

1dayインターンシップの様子

現在は火災予防業務で活躍
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お
知
ら
せ

だ
ざ
い
ふ
遊
園
地

ゆ
め
タ
ウ
ン
筑
紫
野

★
防
火
管
理
講
習（
講
習
会
場
は
す
べ
て
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部
）

　
　
　

甲
種
防
火
管
理（
新
規
）講
習　

筑
紫
地
区
防
災
協
会
主
催

　
　
　

平
成
30
年
９
月
８
日（
土
）９
日（
日
）

　
　
　

甲
種
防
火
管
理（
再
）講
習　

筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部
主
催

　
　
　

平
成
30
年
７
月
27
日（
金
）

　
　
　

乙
種
防
火
管
理
講
習　

筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部
主
催

　
　
　

平
成
30
年
８
月
18
日（
土
）

★
第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

　
　
　

危
険
物
取
扱
者
試
験（
全
種
類
）

　
　
　

平
成
30
年
10
月
28
日（
日
）　

福
岡
地
区
会
場　

西
南
学
院
大
学

　
　
　

※

乙
種
４
類
危
険
物
の
受
験
者
を
対
象
に
準
備
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

講
習
希
望
の
方
は
消
防
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

★
第
３
回
消
防
設
備
士
試
験

　
　
　

消
防
設
備
士
試
験（
全
種
類
）

　
　
　

平
成
30
年
12
月
16
日（
日
）　

福
岡
地
区
会
場　

福
岡
大
学

★
救
急
講
習（
講
習
会
場
は
す
べ
て
筑
紫
野
消
防
署
２
階
研
修
室
）

　
　
　
ｅ‐

ラ
ー
ニン
グ
対
応
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　
　
　
（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ・Ⅱ
再
講
習
を
含
む
）

　
　
　

奇
数
月
の
第
２
土
曜
日（
１
月
の
み
最
終
土
曜
日
）

　
　
　

普
通
救
命
講
習（
Ⅰ・Ⅱ
）（
上
級
救
命
講
習
再
講
習
を
含
む
）

　
　
　

第
１
回　

平
成
30
年
６
月
23
日（
土
）

　
　
　

第
２
回　

平
成
30
年
７
月
21
日（
土
）

　
　
　

第
３
回　

平
成
30
年
８
月
25
日（
土
）

　
　
　

第
４
回　

平
成
31
年
２
月
16
日（
土
）

　
　
　

上
級
救
命
講
習

　
　
　

平
成
30
年
９
月
15
日（
土
）

　
　
　
パパ
と
ママ
の
た
め
の
応
急
手
当

　
　
　

第
２
回　

平
成
30
年
10
月
６
日（
土
）

　
　
　

応
急
手
当
普
及
員
講
習（
原
則
、普
通
救
命
講
習
受
講
済
み
者
対
象
）

　
　
　

平
成
30
年
11
月
16
日（
金
）か
ら
11
月
18
日（
日
）ま
で

★
情
報
公
開
条
例
及
び
個
人
情
報
保
護
条
例
の
運
用
状
況

　
　
　

情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
も
の

　
　
　

○
公
開
請
求
受
理
件
数…

３
件

　
　
　

○
公
開
承
諾
件
数…

３
件

　
　
　

個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
く
も
の

　
　
　

○
開
示
請
求
件
数…

４
件

　
　
　

○
開
示
件
数…

４
件

薄
暑
の
み
ぎ
り
、市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、益
々

ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、私
こ
と
４
月
１
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
、筑
紫
野

太
宰
府
消
防
組
合
消
防
本
部
消
防
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
と
も
に
、市
民
の
皆

様
の
期
待
と
信
頼
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、そ
の
使
命
と
責

務
を
強
く
自
覚
し
、筑
紫
野
市
・
太
宰
府
市
の
消
防
行
政

の
よ
り
一
層
の
充
実
・
発
展
の
た
め
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

近
年
で
は
、全
国
各
地
で
地
震
や
集
中
豪
雨
等
の
自
然

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。昨
年
７
月
に
は
、九
州
北
部
豪

雨
災
害
が
発
生
し
、福
岡
県
朝
倉
市
、東
峰
村
と
そ
の
近

隣
、大
分
県
日
田
市
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

当
消
防
本
部
か
ら
は
、７
月
５
日
発
災
直
後
か
ら
、８
月

２
日
ま
で
の
29
日
間
、述
べ
１
３
５
名
の
職
員
を
派
遣
し
、人

命
救
助
活
動
及
び
捜
索
救
助
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

本
災
害
が
隣
接
市
で
の
発
災
で
あ
る
こ
と
か
ら
、当
消
防

本
部
管
内
に
お
い
て
も
、い
つ
発
生
す
る
か
も
わ
か
ら
な
い
異

常
気
象
を
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

災
害
に
強
い
防
災
拠
点
を
最
大
限
に
活
用
し
、両
市
消

防
団
を
始
め
、防
災
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、市

民
の
皆
様
の
安
全
安
心
の
た
め
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、格
別
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

毎
年
、火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
に
全
国一斉
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
運
動
は
、火
災
発
生

の
防
止
、高
齢
者
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
ら
し
、財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
行
って
い
ま
す
。

そ
の一環
と
し
て
火
災
予
防
少
年
剣
道
大
会
、消
防
の
広
場
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
３
月
４
日（
日
）筑
紫
野
市
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、火
災
予
防
少
年
剣
道
大
会
を
実

施
し
ま
し
た
。選
手
達
は
日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
十
分
に

発
揮
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
３
月
３
日（
土
）に
ゆ
め
タ
ウ
ン
筑
紫

野
、平
成
30
年
３
月
11
日（
日
）に
だ
ざ
い
ふ
遊
園

地
で
消
防
の
広
場
を
開
催
し
ま
し
た
。

消
防
の
広
場
で
は
、消
防
車
や
救
急
車
の
展
示

を
は
じ
め
、水
消
火
器
放
水
体
験
や
子
供
用
の

防
火
衣
着
装
体
験
等
を
企
画
し
ま
し
た
。多
く

の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。消
防
と
し
て
も
市
民
の
方
た
ち
と

触
れ
合
え
る
良
い
機
会
で
し
た
。

消
防
長　

品
川　

康
彦

し
な
が
わ
　
　
　
や
す
ひ
こ

筑
紫
野
太
宰
府
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　

新
任
消
防
長
あ
い
さ
つ

［進化した点］
・最大積載量２トン⇒３トンにパワーUP！
・パワーゲートとコンテナを活用
することで、様々な資機材が搬送
可能となりました ！
・キャブのフロントに電動式ウイ
ンチを装備しているため、交通事
故車両や重量物等の引き揚げ、固
定が可能となりました ！

［進化した点］
・スピーカーの位置を変更し、走行中の一般
車両に対してサイレンが聞こえ易くなり、救
急車内空間の防音機能がＵＰしました ！
・ＡＥＤ等が新型に更新されたため、より充
実した住民サービスが提供できるようになり
ました。

【筑紫野救急１号車】

【多機能型緊急資機材搬送車（サポートカー）】
Before After

・赤色灯とサイレンを装備し、緊急走行が
可能になりました ！

新導入車両の紹介

春
の
火
災
予
防
運
動　
３
月
１
日（
木
）〜
３
月
７
日（
水
）

消
防
の
広
場

第
40
回
火
災
予
防
少
年
剣
道
大
会

優
勝　
　

原
田
剣
心
会
Ａ

準
優
勝　

原
田
剣
心
会
Ｂ

３
位　
　

山
口
剣
友
会
Ａ

３
位　
　

太
宰
府
振
武
会
Ａ

小
学
生
女
子
低
学
年
の
部　
堀
内　

遥
加

小
学
生
女
子
高
学
年
の
部　
波
多
江　

め
い

中
学
生
女
子
の
部　
　
　
　
板
谷
芽
依

小
学
２
年
生
以
下
の
部　
　

石
本　

迅

小
学
３
年
生
の
部　
　
　
　

森
山
美
波

小
学
４
年
生
の
部　
　
　
　

椋　

悠
樹

小
学
５
年
生
の
部　
　
　
　

緒
方
祐
月

小
学
６
年
生
の
部　
　
　
　

大
賀
耀
都

中
学
１
年
生
の
部　
　
　
　

花
田
優
斗

中
学
２
年
生
の
部　
　
　
　

藤
島　

心

ほ
り
う
ち     

は
る
か

 

は   

た   

え

い
た
や   

め    

い

い
し
も
と     

じ
ん

も
り
や
ま
み
な
み

む
く       

ゆ
う
き

  

お 

が
た 

ゆ
づ
き

お
お
が  

あ
き
と

は
な
だ  

ゆ
う
と

ふ
じ
し
ま     

し
ん

個
人
の
部　

優
勝
者

団
体
の
部

救急車・消防車　展示

水消火器放水体験

支援車　展示

ちびっこレスキュー体験

P2_2cP5_2c
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平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
は
、未
だ
に
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。福
岡
県
と
大
分

県
を
中
心
と
す
る
九
州
北
部
で
発
生
し
た
集
中
豪
雨
。

福
岡
県
朝
倉
市
で
は
７
月
５
日
か
ら
６
日
ま
で
の
総
降

水
量
が
１
０
０
０㎜
に
達
し
、観
測
記
録
を
更
新
す
る

大
雨
と
な
り
、多
く
の
家
屋
に
全
半
壊
や
浸
水
な
ど
甚

大
な
被
害
を
与
え
、大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

現
在
、避
難
所
は
す
べ
て
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
が
、仮
設

住
宅
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
も
多
く

い
ま
す
。復
興
計
画
も
進
め
ら
れ
、復
旧・復
興
に
向
け

た
兆
し
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
梅
雨
時
期
と
な
り
、

風
水
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。災
害
列
島
日
本
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、過
去
の
災
害
を
教
訓
に
、一人
一人
が
防

災・減
災
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。日
頃
か
ら
の

備
え
と
し
て
、避
難
場
所
の
確
認
、飲
食
料
等
の
備
蓄

が
大
切
に
な
り
ま
す
。

杷木星丸地区（災害当時）

山肌の状況

救出訓練 訓練開始風景

訓練の様子ＧＰＳを活用し捜索

九
州
北
部
豪
雨
か
ら

　
　
　
　
　

ま
も
な
く
１
年

平
成
30
年
３
月
12
日（
月
）太
宰
府
市
総
合

体
育
館（
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
）に
て
、福
岡
市
消

防
局
と
緊
急
消
防
援
助
隊
後
方
支
援
合
同
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
大
規
模
災
害
発

生
時
、円
滑
な
支
援
活
動
強
化
及
び
連
携
体
制

の
確
立
を
図
る
た
め
に
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
３
月
27
日（
火
）か
ら
29
日（
木
）の
３

日
間
で
天
拝
山
に
て
、山
岳
救
助
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

登
山
時
の
滑
落
事
故
や
遭
難
に
対
応
す
べ
く
、

山
岳
救
助
の
基
本
技
術
及
び
活
動
要
領
の
習
得

を
目
的
と
し
、救
出
、搬
送
訓
練
及
び
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能

を
活
用
し
た
捜
索
要
領
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

山
岳
救
助
訓
練

緊
急
消
防
援
助
隊

　
　
　

後
方
支
援
合
同
訓
練

　

様子を見て症状の改善
があれば受診の必要な
し

涼しい場所へ移動・安
静・水分補給

めまい・立ちくらみ
こむら返り・大量発汗

水分を飲めない場合や
症状の改善が見られな
い場合は受診が必要

涼しい場所へ移動・体
を冷やす・安静・十分な
水分と塩分補給

頭痛・吐気・倦怠感・
体に力が入らない・
集中力や判断力低下

直ちに救急要請（１１９
番通報）専門的治療が
必要

涼しい場所へ移動・安
静・体が熱ければ冷や
す

意識障害（呼びかけに対
し反応がおかしい・会話
がおかしいなど）痙攣

症　状 対　処 医療機関への受診

軽

中

重

（抜粋：総務省消防庁）熱中症 対処方法

※知っておこう
高齢者：体内水分量が少なく、脱水状態になりやすいため要注意。
乳幼児：体温調節機能が十分に発達していないため、大人に比べ熱中症になりやすい。

から身を守る
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（抜粋：一般社団法人　日本火災報知工業会）

住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで、火災を感知しなくなることがあるため、と
ても危険です。１０年を目安に交換しましょう。また、定期的に作動確認をし、音を聞きましょう。

当
消
防
本
部
で
は
、平
成
29
年
度
か

ら
、管
内
の
共
同
住
宅
を
対
象
に
戸
別
訪

問
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
般
住
宅
、共
同
住
宅
含
め
設
置
率

１
０
０
％
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、い
ち
早
く

火
災
の
発
生
を
音
声
等
で
知
ら
せ
、逃

げ
遅
れ
に
よ
る
死
者
を
防
ぐ
た
め
の
大

切
な
設
備
で
す
。

共
同
住
宅
に
も
設
置
が
必
要
な
こ
と

は
、ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

一
般
住
宅
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、共
同

住
宅
で
あ
る
ア
パ
ー
ト
、マ
ン
シ
ョ
ン
に
も

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、共
同
住
宅
に
自
動
火
災
報

知
設
備
等
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は

免
除
と
な
り
ま
す
。

戸
別
訪
問
実
施
中

　
　
共
同
住
宅
に
も

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
！

住宅用火災警報器は10年を目安に交換をおすすめします！！

夏祭りや学園祭などの「露店」で
「火気器具」を使用するときには・・・
1「消火器の準備」
2「消防署への届出」
　が必要です。

・校区が主催する祭りや催し
・学園祭、文化祭、学校等でのバザー
・祭礼、縁日、展示会、花火大会など
・フリーマーケット
・商店街や商工会等が主催する祭りや催し
・その他不特定の者が集合する祭り催しなど
ご不明な点は消防署へお問合せください。

火気器具とはガソリンやガス、電気など
を使用し火災の発生のおそれがある器具
のことです。

届出の必要がある祭りや催し物 「火気器具」の例

【こんろ】【発電機】

【IH調理器】 【カセットコンロ】 【綿菓子機】 【グリドル】

【七　輪】 【石油ストーブ】

違反対象物の公表制度随時更新中！

筑紫野太宰府消防本部　違反対象物の公表制度
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お
知
ら
せ

だ
ざ
い
ふ
遊
園
地

ゆ
め
タ
ウ
ン
筑
紫
野

★
防
火
管
理
講
習（
講
習
会
場
は
す
べ
て
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部
）

　
　
　

甲
種
防
火
管
理（
新
規
）講
習　

筑
紫
地
区
防
災
協
会
主
催

　
　
　

平
成
30
年
９
月
８
日（
土
）９
日（
日
）

　
　
　

甲
種
防
火
管
理（
再
）講
習　

筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部
主
催

　
　
　

平
成
30
年
７
月
27
日（
金
）

　
　
　

乙
種
防
火
管
理
講
習　

筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部
主
催

　
　
　

平
成
30
年
８
月
18
日（
土
）

★
第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

　
　
　

危
険
物
取
扱
者
試
験（
全
種
類
）

　
　
　

平
成
30
年
10
月
28
日（
日
）　

福
岡
地
区
会
場　

西
南
学
院
大
学

　
　
　

※

乙
種
４
類
危
険
物
の
受
験
者
を
対
象
に
準
備
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

講
習
希
望
の
方
は
消
防
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

★
第
３
回
消
防
設
備
士
試
験

　
　
　

消
防
設
備
士
試
験（
全
種
類
）

　
　
　

平
成
30
年
12
月
16
日（
日
）　

福
岡
地
区
会
場　

福
岡
大
学

★
救
急
講
習（
講
習
会
場
は
す
べ
て
筑
紫
野
消
防
署
２
階
研
修
室
）

　
　
　
ｅ‐

ラ
ー
ニン
グ
対
応
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　
　
　
（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ・Ⅱ
再
講
習
を
含
む
）

　
　
　

奇
数
月
の
第
２
土
曜
日（
１
月
の
み
最
終
土
曜
日
）

　
　
　

普
通
救
命
講
習（
Ⅰ・Ⅱ
）（
上
級
救
命
講
習
再
講
習
を
含
む
）

　
　
　

第
１
回　

平
成
30
年
６
月
23
日（
土
）

　
　
　

第
２
回　

平
成
30
年
７
月
21
日（
土
）

　
　
　

第
３
回　

平
成
30
年
８
月
25
日（
土
）

　
　
　

第
４
回　

平
成
31
年
２
月
16
日（
土
）

　
　
　

上
級
救
命
講
習

　
　
　

平
成
30
年
９
月
15
日（
土
）

　
　
　
パパ
と
ママ
の
た
め
の
応
急
手
当

　
　
　

第
２
回　

平
成
30
年
10
月
６
日（
土
）

　
　
　

応
急
手
当
普
及
員
講
習（
原
則
、普
通
救
命
講
習
受
講
済
み
者
対
象
）

　
　
　

平
成
30
年
11
月
16
日（
金
）か
ら
11
月
18
日（
日
）ま
で

★
情
報
公
開
条
例
及
び
個
人
情
報
保
護
条
例
の
運
用
状
況

　
　
　

情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
も
の

　
　
　

○
公
開
請
求
受
理
件
数…

３
件

　
　
　

○
公
開
承
諾
件
数…

３
件

　
　
　

個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
く
も
の

　
　
　

○
開
示
請
求
件
数…

４
件

　
　
　

○
開
示
件
数…

４
件

薄
暑
の
み
ぎ
り
、市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、益
々

ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、私
こ
と
４
月
１
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
、筑
紫
野

太
宰
府
消
防
組
合
消
防
本
部
消
防
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
と
も
に
、市
民
の
皆

様
の
期
待
と
信
頼
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、そ
の
使
命
と
責

務
を
強
く
自
覚
し
、筑
紫
野
市
・
太
宰
府
市
の
消
防
行
政

の
よ
り
一
層
の
充
実
・
発
展
の
た
め
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

近
年
で
は
、全
国
各
地
で
地
震
や
集
中
豪
雨
等
の
自
然

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。昨
年
７
月
に
は
、九
州
北
部
豪

雨
災
害
が
発
生
し
、福
岡
県
朝
倉
市
、東
峰
村
と
そ
の
近

隣
、大
分
県
日
田
市
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

当
消
防
本
部
か
ら
は
、７
月
５
日
発
災
直
後
か
ら
、８
月

２
日
ま
で
の
29
日
間
、述
べ
１
３
５
名
の
職
員
を
派
遣
し
、人

命
救
助
活
動
及
び
捜
索
救
助
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

本
災
害
が
隣
接
市
で
の
発
災
で
あ
る
こ
と
か
ら
、当
消
防

本
部
管
内
に
お
い
て
も
、い
つ
発
生
す
る
か
も
わ
か
ら
な
い
異

常
気
象
を
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

災
害
に
強
い
防
災
拠
点
を
最
大
限
に
活
用
し
、両
市
消

防
団
を
始
め
、防
災
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、市

民
の
皆
様
の
安
全
安
心
の
た
め
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、格
別
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

毎
年
、火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
に
全
国一斉
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
運
動
は
、火
災
発
生

の
防
止
、高
齢
者
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
ら
し
、財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
行
って
い
ま
す
。

そ
の一環
と
し
て
火
災
予
防
少
年
剣
道
大
会
、消
防
の
広
場
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
３
月
４
日（
日
）筑
紫
野
市
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、火
災
予
防
少
年
剣
道
大
会
を
実

施
し
ま
し
た
。選
手
達
は
日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
十
分
に

発
揮
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
３
月
３
日（
土
）に
ゆ
め
タ
ウ
ン
筑
紫

野
、平
成
30
年
３
月
11
日（
日
）に
だ
ざ
い
ふ
遊
園

地
で
消
防
の
広
場
を
開
催
し
ま
し
た
。

消
防
の
広
場
で
は
、消
防
車
や
救
急
車
の
展
示

を
は
じ
め
、水
消
火
器
放
水
体
験
や
子
供
用
の

防
火
衣
着
装
体
験
等
を
企
画
し
ま
し
た
。多
く

の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。消
防
と
し
て
も
市
民
の
方
た
ち
と

触
れ
合
え
る
良
い
機
会
で
し
た
。

消
防
長　

品
川　

康
彦

し
な
が
わ
　
　
　
や
す
ひ
こ

筑
紫
野
太
宰
府
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　

新
任
消
防
長
あ
い
さ
つ

［進化した点］
・最大積載量２トン⇒３トンにパワーUP！
・パワーゲートとコンテナを活用
することで、様々な資機材が搬送
可能となりました ！
・キャブのフロントに電動式ウイ
ンチを装備しているため、交通事
故車両や重量物等の引き揚げ、固
定が可能となりました ！

［進化した点］
・スピーカーの位置を変更し、走行中の一般
車両に対してサイレンが聞こえ易くなり、救
急車内空間の防音機能がＵＰしました ！
・ＡＥＤ等が新型に更新されたため、より充
実した住民サービスが提供できるようになり
ました。

【筑紫野救急１号車】

【多機能型緊急資機材搬送車（サポートカー）】
Before After

・赤色灯とサイレンを装備し、緊急走行が
可能になりました ！

新導入車両の紹介

春
の
火
災
予
防
運
動　
３
月
１
日（
木
）〜
３
月
７
日（
水
）

消
防
の
広
場

第
40
回
火
災
予
防
少
年
剣
道
大
会

優
勝　
　

原
田
剣
心
会
Ａ

準
優
勝　

原
田
剣
心
会
Ｂ

３
位　
　

山
口
剣
友
会
Ａ

３
位　
　

太
宰
府
振
武
会
Ａ

小
学
生
女
子
低
学
年
の
部　
堀
内　

遥
加

小
学
生
女
子
高
学
年
の
部　
波
多
江　

め
い

中
学
生
女
子
の
部　
　
　
　
板
谷
芽
依

小
学
２
年
生
以
下
の
部　
　

石
本　

迅

小
学
３
年
生
の
部　
　
　
　

森
山
美
波

小
学
４
年
生
の
部　
　
　
　

椋　

悠
樹

小
学
５
年
生
の
部　
　
　
　

緒
方
祐
月

小
学
６
年
生
の
部　
　
　
　

大
賀
耀
都

中
学
１
年
生
の
部　
　
　
　

花
田
優
斗

中
学
２
年
生
の
部　
　
　
　

藤
島　

心

ほ
り
う
ち     

は
る
か

 

は   

た   

え

い
た
や   

め    

い

い
し
も
と     

じ
ん

も
り
や
ま
み
な
み

む
く       

ゆ
う
き

  

お 

が
た 

ゆ
づ
き

お
お
が  

あ
き
と

は
な
だ  

ゆ
う
と

ふ
じ
し
ま     

し
ん

個
人
の
部　

優
勝
者

団
体
の
部

救急車・消防車　展示

水消火器放水体験

支援車　展示

ちびっこレスキュー体験

P2_2cP5_2c
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第41回福岡県消防職員意見発表会の様子

24時間勤務に対応した女性用仮眠室（筑紫野消防署） 抜粋：平成２９年版消防白書

 

２ページ…新任消防長あいさつ、新導入車両の紹介
３ページ…風水害被害への備え、緊急消防援助隊訓練、山岳救助訓練、熱中症予防
４ページ…共同住宅に設置する住宅用火災警報器、「火気器具」の使用について、公表制度
５ページ…春季火災予防運動（火災予防少年剣道大会、消防の広場）、各種お知らせ
６ページ・・・第４１回福岡県消防職員意見発表会、１dayインターンシップ

平
成
30
年
4
月
11
日（
水
）、福
岡
市
で
行
わ
れ
た「
第

41
回
福
岡
県
消
防
職
員
意
見
発
表
会
」に
筑
紫
野
太
宰

府
消
防
本
部
を
代
表
し
、尾
中
雅
治
消
防
副
士
長
が
出

場
し
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、消
防
職
員
の
職
責
に
対
す
る
自
覚
と

士
気
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、福
岡
県
の
各

消
防
本
部
の
代
表
者
25
名
が
日
々
の
火
災
や
救
急
出

動
、火
災
予
防
等
の
業
務
の
中
で
体
験
し
た
こ
と
や
感
じ

た
こ
と
に
つい
て
発
表
す
る
も
の
で
す
。

尾
中
消
防
副
士
長
は
、10
年
間
の
消
防
人
生
を
振
り

返
り
、消
防
の
任
務
を
全
う
す
る
た
め
に
は
、職
員
間
で

信
頼
し
合
え
る
関
係
性
を
築
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
、「
市
民
の
命
を
護
る
た
め
に
」と
い
う
演
題
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
を
高
め
る
た
め
に
心
が
け
て
い
る
こ
と

に
つい
て
発
表
し
ま
し
た
。

警鐘　第８4号　目次

平成３０年度全国統一防火標語
『忘れてない？サイフにスマホに火の確認』

2018
Vol.84

筑紫野太宰府消防本部

救急自動車（筑紫野救急１号車）

詳しい車両紹介は２ページへ

消防本部に新しい車両が増えました！！

多機能型緊急資機材搬送車（サポートカー）

第
41
回

福
岡
県
消
防
職
員
意
見
発
表
会

１
ｄ
ａ
ｙ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

女
子
学
生
向
け
消
防
職
業
体
験

お 

な
か  

ま
さ 

は
る

平
成
30
年
1
月
14
日（
日
）、北
九
州

市
で
開
催
さ
れ
た「
女
子
学
生
向
け
消

防
職
業
体
験
１
ｄａｙ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」に
筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部
の
女

性
職
員
を
代
表
し
て
、尾
中
栄
菜
消
防

士
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、消
防
庁
が
女
性
消

防
吏
員
の
活
躍
推
進
の
た
め
に
開
催
し

て
お
り
、九
州
各
地
の
消
防
本
部
に
所

属
す
る
女
性
消
防
職
員
が
講
演
会
や

座
談
会
、北
九
州
市
小
倉
消
防
署
の
見

学
等
を
通
じ
、参
加
し
た
女
子
学
生
へ

消
防
業
務
の
内
容
や
魅
力
に
つ
い
て
伝

え
ま
し
た
。消
防
庁
で
は
、女
性
の
活
躍

で
消
防
力
が
向
上
す
る
と
考
え
、全
国

の
消
防
吏
員
に
占
め
る
女
性
消
防
吏
員

の
比
率
を
、平
成
38
年
度
当
初
ま
で
に

5
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
掲

げ
て
お
り
、全
国
各
地
で
同
様
の
イ
ベ
ン

ト
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

現
在
、筑
紫
野
太
宰
府
消
防
本
部
で

は
2
名
の
女
性
消
防
吏
員
が
各
分
野
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

今
回
、イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
尾
中

消
防
士
長
は
消
防
学
校
卒
業
後
、消

防
隊
や
救
急
隊
と
し
て
活
躍
し
、出

産・育
児
休
業
を
経
て
、復
帰
後
は
、予

防
課
指
導
係
と
し
て
、「
火
災
0
の
ま

ち
づ
く
り
」を
目
指
し
て
、日
々
予
防

業
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。　

消
防
吏
員
と
し
て
地
域
の
た
め
に
働

き
た
い
女
性
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
　
な
か    

え      

な

なかま

1dayインターンシップの様子

現在は火災予防業務で活躍
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